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特別陳列「飛鳥の王陵J JIVtJの代表的な古墳については， 江戸幕府， 朱良孝行所などによって

王陵治定のための調査が行われた。 調汽は元禄， 卒i呆， 安l此 文久イド1111のほか， 明治になって

からも行われた。展示は， これら王｜凌治定の変選を絵画資料， 淵査記録等によって梢Jぶした。

とくに， 天武 ・ 持統陵については， 文j併2 ij工（1235）の総州事件の尖検記である 「阿不幾乃｜｜｜

｜凌記」 (ifiJf文化M）を展示した。 これは従米から研究省が注IIしていた文 ，
I ；－であったが，当iftf:

で初公IJHする機会に恵まれた。

特別展示r高松塚拾年』 ,t:i松坂古JjいコH.!1固定Jl以米10午11\J， 盟脳会保存するために文化Ji ーが災

施してきた保存事業の紹介とその成沢を展示した。

II日赤1147'.ff， 奈良県別「｜寄付の小T!T境で似彩色のi：，！山が発μされた。 ただらに ，:J,';J交正｛キのIJIJII

香村， 担i原考古学研究所のな向を受け， 文化庁は「心i松坂古J
J
t応急保イf：対波 l閥抗会」と「，·，＇；j怯

jぷ古墳総合学術調子長会」を結成した。 この，，1』j

る 一 ブf, I主Liliする訪科学者によって，i),',J査と保{r：方策が講じられた。 ιのが；!,I」， 諸外国の！：,t;jif1jの

保イ子状況を参考にして， 日日lfJは.!JW.：のままで保存し ， 公開しないことが21日本となった。

�，＇！；岡は脆弱な状況であったため，！i),'Jft修復のIIJj,， 石室内に人るための保存施設を作る必裂が

あった。そのため， 施設の純IJ11の先制訓査を行い， 境行：のfi\'t)告についての知見をf�｝－た。 この施

設の完成を待って， アクリル系l1f)Jftで族l食の条1)1符を！Viii：した。以不では， 控同保存�J五業のほ

か， 壁画の重要性に鑑みてヲミ胞されたrtli l封1'f1t!fll"JTによる悦写， LUニl二，＇u'：の同 一素材によるレプ

リカのfj;ljf'F， 木村
！

（の現状復JJ孔Ill土人竹のi米子子施設の�設， さらに， ；1H
．塚壁闘町iの主I!設や}fil設省による1IU辺！司ヰ，•）.；］；公It！の正；i怯j諸u也｜メ；の公｜虫｜化などの一辿の：J；：来もあわせ

て紹介した。なかでも， 壁画保存)fili�立も含めた墳丘INr而悦却（1/20）と盛岡修復状況をN:i:Jlし

たジオラマ（尖大）は好評を附した。 （猪熊完ft）防・小林誠一）
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